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入力概要 

１ 基本情報入力 [共通条件・結果]シート 

２ 各部位の熱貫流率（U値）算出 [各部位U値計算]シート 

３ 窓、ドアの性能、壁の面積を方位ごとに入力 [A]シート 

４ 天井・屋根、床等の面積を入力 [B屋根・床等]シート 

５ 基礎（土間）の断熱仕様、長さを入力 [C基礎]シート 

・邸名 
・地域選択 等 

天井(屋根)、壁、床の 
・構成（使われている部材とその厚み）等を入力。 
⇒各部位の熱貫流率（U値）が算出される 
 

方位ごとに 
・窓､ドアの寸法、熱貫流率(U値)､日射熱取得率(η値)を入力 
・壁の面積を入力 
 ⇒窓、ドア、壁の熱損失量、日射熱取得量が算出される 

・天井、屋根、床の面積を入力。 
 ⇒上記｢２｣で算定された各部位のU値を乗じて各部位の 
  熱損失量が算定される。 
 ⇒日射熱取得量も自動計算される。 

・基礎（土間）の面積を入力する。 
・基礎（土間）の断熱材の熱抵抗値を入力 
・基礎（土間）の長さを入力 
⇒土間床部分からの熱損失量が計算される 

６ [共通条件・結果]シートに戻ると、 
   ⇒計算結果が自動計算されます。 

(p1参照) 

(p2､3､4参照) 

(p5､6､7参照) 

(p8参照) 

(p9､10参照) 
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エクセルの一番下にシート名が表示されています。 
入力するシートをクリックして、シートごとに作業を進めていきます。 

シートはココ 



地域区分をリストから
選択します。 

クリックするとリストが
表示されます 

[H28年基準の一次エネルギー消費量の計算に用いる
値です] 
上から 

（ηAH値）、（ηAC値）です。 

地域ごとに自動判定
して表示します 

計算結果は自動計算されます 

黄色のセルに入力します。 
その他シートに入力後、計算結果が表示されます。 
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１ シート： [共通条件・結果] 

（UA値）です。H28年基準の一次エネルギー消費
量の計算にも用いる値です。 

確認申請と同じ階数をいれますが、 
自動計算に影響はありません。 
万一記入が無くても計算できます。 

※既に入力されているデータは自立循環型の寒冷地モデルプランのデータです。 

[H25年基準
の一次エネル
ギー消費量
計算に用いる
値です] 
上から 
（ｑ値）､ 
（ｍC値）、 
(ｍH値)です。 

プルダウンメニュー

から、 
選択してください。 



各部位のU値計算 
構成をリストから選択する
と「熱橋面積比」が自動表
示されます。 

断熱材をリストから選択す
ると、熱伝導率λが自動表
示されます。 

リストにない品種に変更し
たい時は、 

変更したい商品名と熱伝
導率のセルの文字・数字
を削除し、品名と熱伝導率
を手入力してください。 

部位毎に規定
値があります。 

天井のU値 

断熱材が二層のときはそ
れぞれ入力します。 

天然木材の選択 

断熱材の合計厚さが自
動入力されます。 
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２ シート： [各部位U値計算・・・・・天井、屋根] 

屋根のU値 

該当しない断熱部位であって
もその部位のU値計算は削除
しないでください。 

必要のない行を範囲選択して
非表示にしてください。 



各部位のU値計算 
壁の石膏ボードは、 

桁まで張り上げている
ときのみ計算に加えま
す。 

●同様に、床（その他床）、外気床、の表も作成します。 

※充填＋外張り仕様は別途計算表があります。 
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２ シート： [各部位U値計算・・・・・壁] 該当しない断熱部位であって
もその部位のU値計算は削除
しないでください。 

必要のない行を範囲選択して
非表示にしてください。 

●壁の入力で、 
 密閉空気層を加味すると数値は良くなりますが、このエクセルでは安全側の計算結果になるよう、 
 密閉空気層は項目には入れていません。 

「軸組」､「枠組」､ 
「軸組(充填+外貼)横下地455mm間隔」 
「軸組(充填+外貼)横下地455mm間隔」 
から選択 (枠組の付加断熱は設定に入れていません) 

外合板が無ければ、プルダウンメニュー
で空欄を選択。 

もし、セルの文字を消してしまって、表に
「＃N/A」と表示されたら､その「＃N/A」と
なった熱伝導率λを消す（Delete） 

外貼の断熱が胴縁無し（すべて断熱材で熱橋無し）の場合、 

外貼の断熱材の材料のセルをコピーして天然木材のセルに貼り
付けてください。 
→すると、熱橋部にも断熱材の数値が入るようになります。 



各部位のU値計算 

●同様に、外気床が有れば、表に入力していきます。 
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２ シート： [各部位U値計算・・・・・床（その他床）] 該当しない断熱部位であって
もその部位のU値計算は削除
しないでください。 

必要のない行を範囲選択して
非表示にしてください。 

「軸組・枠組：大引間に充填(剛床工法)」､ 
「軸組：根太間に断熱する場合」 
「軸組：床梁土台同面工法で根太間断熱」 
「枠組壁：根太間に断熱」 
「根太＋大引断熱」 
から選択  

床の断熱が一層の場合（付加断熱が無い場合）は､根太間または大引間の断熱材のセルをと天然木材のセルを
プルダウンメニューで空欄を選択します。 
もし、セルの文字を消してしまって、表に「＃N/A」と表示されたら､その「＃N/A」となった熱伝導率λを消し(Delete） 
、手入力してください。 



壁、窓、ドアの熱損失量・日射取得量 
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３ シート [A（東）（西）（南）（北）またはA（北東）（南東）（南西）（北西）]シート 

方位は360度を45度で均等に分割した8方位に分けられています。 
外壁の壁芯の向きを方位に落とし込み、どの方位になるかを方位を決定します。 
したがって、下図の外壁方位は、「北東､南東､南西､北西」になります。 

●窓の開口寸法を呼称寸法で入力する場合 
 ｐ４に一般的な呼称表を記したので、表にない場合は各メーカーのホームページでご確認ください。 

呼称寸法(5桁)から巾（W）、高さ（H）をだす方法 
5桁の数字の前3桁は幅（W）、後2桁は高さを表しています。 
 

        幅を表す： 0.36ｍ（360mm） 
   
    例1：０３６０３ 
 
          高さを表す： 0.3ｍ（300mm） 
 
                   幅を表す： 1.65ｍ（1,650mm） 
        
             例2：１６５２０ 
 
                               高さを表す： 2.0ｍ（2,000mm） 

    
たまに数字6桁の呼称寸法もあります。 
             
                     幅を表す： 0.21ｍ（210mm） 
 
        
             例3：０２１０１８ 
 
                                高さを表す： 0.18ｍ（180mm） 
 

    

 

建具記号例 

●方位のシートは8シートありますが、建物の方位をご確認の上、当該住宅の方位にあわせて入力してください。 

 ※下記の図は方位説明用の図です。エクセルの初期値で入力されているモデルプランではありません。 



p6 



壁、窓、ドアの熱損失量・日射取得量 

窓の開口寸法を入力しま
す。 
‘下記寸法で可。 

• 建具の出来寸法（外の
り寸法） 

• JISA4706に基づく呼称
寸法 

• JISA4710および
JISA2102-1 

●4枚のシート＝A（東）（西）（南）（北）またはA（北東）（南東）（南西）（北西）に入力します。 

「窓の熱貫流率（U値）」は、「ガラスとサッシとの組み合わせ」ごとに、 
「日射熱取得率（η値）」も「ガラスとサッシとの組み合わせ」ごとに値が決
められています。「窓データ」のシートをご参照くだい。 
または、各サッシ・ガラスメーカーのカタログ値を入力してください。 

庇を入力せずに「デフォルト値」
を使うこともできます。デフォルト
値の方が数値が安全側に計算
されます。 

該当方位の壁の面積。
（窓面積も含む） 

「熱貫流率」×「計算対象
面積」×0.034×「方位係

数」結果が自動計算され
ます。 

「熱貫流率」×「計算対象面積」×「温度差係数」結果が表示
されます。この方位の壁面からの熱損失量です。 
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３ シート [A（東）（西）（南）（北）またはA（北東）（南東）（南西）（北西）]シート 

床断熱工法における
400mmを超える基礎が
ある場合、400mmを超

えた基礎立上り部分は
外壁で計算します。 

熱貫流率は外壁とは別
に計算します。 

玄関土間、浴室土間は
別々に計算します。 

また、外気側か床下側
かによってチェックを入
れます。 

「U値計算」シートで算出した「外壁」のU値
が自動表示されます。 

この方位の面が日が当
たらない場合にチェック
してください。 

｢デフォルト値使用｣にチェックを
する時はZ・y1・y2欄の数値は削

除してください。数字が残ってい
ると反映されてしまいます。 



天井、床の熱損失量・日射取得量 

天窓があれば、寸法、
熱貫流率（U値）、日射
取得率（η値）、附属物
を入力します。 
U値、η値は、「窓デー

タ」シートの規定値また
はメーカー値をご利用く
ださい。 

「U値計算」シートで算出した「外壁」のU値が自動表示されます。該当なしの断熱部位の熱貫流率も表示されます
が、該当面積が「0」であれば熱損失は「0」になります。計算式が入ってますので削除しないようにしてください。 

「熱貫流率」×「計算対象
面積」×0.034×「方位係
数」結果が表示されます 

「熱貫流率」×「計算対象
面積」×「温度差係数」結
果が表示されます。各部位
の表面からの熱損失量で
す。 
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４ 天井・屋根。床の面積等を入力 [B屋根。床等]シート 

基礎断熱でその他
床（1階床断熱）が

無ければ､その他床
の面積は「0」を入力
してください。 



基礎等の熱損失量 
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５ シート [C基礎] ※床断熱で土間基礎の場合の入力方法 

基礎高、底盤高は、土間床
に断熱しない場合でも入力
してください。 

断熱材を設置する場所に（下記図参照）断熱材の熱抵
抗値を入力します。 
熱抵抗値（R）＝厚さ（ｍ）÷熱伝導率（λ）です。 
断熱材を設置しない場合は、“0”を入力または無記入と
します。 

１）で入力した部位番号､部位名が 
自動で２）､３）に表示されます。 

水平方向に断熱した場合に
長さ（奥行）を入力してくださ
い。 

底盤高とは、 
設計GLから基礎底盤
上端までの高さのこと。 



基礎等の熱損失量 
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６ シート [C基礎] ※基礎断熱の入力方法 

断熱材を設置する場所に（下記図参照）断熱材の熱抵
抗値を入力します。 
熱抵抗値（R）＝厚さ（ｍ）÷熱伝導率（λ）です。 
断熱材を設置しない場合は、“0”を入力または無記入と
します。 

このセルをクリックするとプルダウンメニューが表示されます。 
その中から基礎断熱をクリックして選択してください。 

基礎断熱の面積は1階の床面積になります。 

W3 

１）で入力した部位番号､部位名が 
自動で２）､３）に表示されます。 

基礎高、底盤高は、土間床
に断熱しない場合でも入力
してください。 

水平方向に断熱した場合に
長さ（奥行）を入力してくださ
い。 

底盤高とは、 
設計GLから基礎底盤
上端までの高さのこと。 


